
負荷ユニット

説明書における各部呼称
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トレーナーの準備

1 脚を完全に伸ばし、平らな床にトレーナー
を設置します。
トレーナーの脚に装着されているパッド
は回転させることにより水平を微調整で
きます。

2 右側（ギア側）の車体を固定する固
定金具を本体に挿入します。丸い
取っ手のついたレバーのネジ部分
を本体の溝に入れて、固定金具の
ネジに回しこんで固定します。
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PSI2 自転車本体の取り付け
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3 負荷ユニットのタイヤへの
押さえつけ

4 MAG+リモートシフター
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Lボルトを本体の図の穴 に
入れます。

負荷ユニット中心部の穴に
Lボルトを通しながら図の
位置に負荷ユニットを本体に設
置します。固定ボルトを本体の四
角い穴の開いた側から挿入し負
荷ユニットを通して反対側につき
だします。

Lボルトのネジ山にノブを回して取り
付けます。この時点で締め込む必要は
ありません
（目安：３回転ほど回して下さい）

固定ボルトに固定ナットを入れて締め
付けてください。1/2インチレンチまた
は調整可能なレンチを使用してくださ
い。

マニュアル負荷調整ノブ(j)を時計回りに
回転させ、半円状アジャスター(h)が負荷
ユニットの外枠に一番近くに来るように
します。

バレルアジャスター(a)を締め込み、シフ
トレバー(c)を完全に押し下げておきま
す。

ケーブル後端(e)を引き出し、
図のように半円状アジャスタ
ー (h) を時計回りに巻くように
位置させてからケーブル後端
(e) を静かに (i) の穴に押し込
みます。エンドキャップ (f) を
持ち、先ほど引き出した内側
のケーブルを溝 (g) に通した
あとエンドキャップ (f) をに側
面の穴に納めます。

リモートハンドルレバーをハン
ドルに上向きに設置します。ト
レーニング中にケーブルがペ
ダルやギアなどバイクやトレー
ナーの可動部に触れる位置に
ないことを確認してください。

ナイロンストラップ(d)をハンド
ルにピッタリフィットするように
調整し、カムロックレバー(b)を
ロックポジションまで押し上げ
ます。

負荷を上げるにはレバーを押し下げ、
負荷を下げるにはレバーを押し上げま
す。

ワイヤーが緩んだり、締まりすぎたりす
る場合はバレルアジャスターを調整し
てください。

ステップ４における各部呼称 

ユニット調整ノブを締め込み、クリック音がするまで負荷ユニットをタイヤに
押し付けます。タイヤに負荷ユニットが接してから2回転半を目安に締め込ん
でください。クラッチ機構のあるノブの場合は、クリック音がするまで締め込ん
でください。MAG+レバー付きの場合のみステップ４へ進みます。

タイヤメーカー指定の空気圧を入れて
ください。

転車のスキュワーを付属のスキュワー
に入れ替えてください。この際、レバー
が車体の左側（ギアのない方）に位置し
ていることを確認して下さい。レバーが
上向きまたは後ろ向きになるよう取り付
けてください。このトレーナーは付属の
スキュワーの使用を前提に設計されて
います。付属のスキュワーを正しく使用
しない場合、怪我や製品および自転車
の破損につながります。

シートポストをもってバイク
を持ち上げ、バイクの左側の
スキュワーをトレーナーの軸
受け部に位置させます

右側（ギア側）のレバーを後
ろ側に引き自転車本体を固
定します。この際、レバーは
溝後端のロックポジションに
位置していなければいけま
せん。

前の手順でレバーがロック
ポジションに達しない場合
や、ロックポジションに達し
ても
車体が固定されない場合は
一旦レバーを緩め、反対側
（ギアのない方）の軸受けを
回して適切な締め付けが
可能な位置に調整してくだ
さい
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サイクリング中はペダルから足を外さないでください。
低い回転数で練習を行ってから、高回転およびスタンディ
ングを行って下さい。
トレーナーや自転車の可動部分に指などを入れないでく
ださい。
使用中は、子供やペットを自転車やトレーナーに近づけ
ないでください。
子供に自転車に乗らせないでください。
ペダルクランクアームを手で回さないでください。 もつれ
や怪我を防ぐために、手や腕を駆動部分に触れさせない
でください。
ペダルと後輪の両方が完全に停止するまで、自転車から
降りないでください。

必ず使用前に本取扱い説明書をお読みになり、なくさないよう大切に保管して下さい。

Fluid2、MAG、MAG+、WINDトレーナー
共通取扱い説明書

a.本体　b.負荷ユニット　c.ユニット調整ノブ　d.固定ボルト　e.固定ナット
f.Lボルト　g.スキュワー　h.リモートシフター（Mag+リモートシフター付きのみ付属）

MAG/MAG+負荷ユニット

（MAG+レバー付のみに付属）

リモートシフター　

警告
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